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徴は明治 1 1 年三新法の公布，施行から明治 1 4 年の政変を中心とする時期にもっとも鮮明にあらわ
れたと考えられる。というのは，この時期こそ当時の明治政権にとって最大の危機であり，ことに明

























































こうして三新法体制期には， 1 2 年教育令から 1 3 年改正教育令を経て，教育における中央集権的
官僚制支配が強化され 天皇制的精神指導を基軸とする人民教化政策が積極的に展開されたのである。











二.明治 1 4 年の政変をめぐって権力=官僚制の側も，必死にその支配体制の建てなおしをはかつ
たO
すなわち，政府は明治 1 4 年の政変以前から既に農商務省を設置して，殖産興業政策の転換と支配
体制の再編，強化をはかっていたが，明治 1 4 年の政変によって大隈と大限系官僚を罷免するや直ち







はその後，明治 1 7 年 (1884) 4 月の参事院職制章程の改定によって，いくらかその職務権限が
縮小されるとはいえ， 1 8 年 1 2 月の内閣制創設と同時に廃止されるまで，権力=官僚制の核心的位
置を占め，重要な機能を果たしたのである。














政府は明治 1 5 年 (1882) 7 月「行政官吏服務規律」を達して官紀の粛正をはかり，あわせて官
僚登傭制度の整備をはかった。
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しかし，兵庫県にわける三新法などの実施すなわち明治 1 2 年 (1879) 1 月，郡区町村編制法
の実施，周年 4 月の町村会規則および数町村連合会規則の公布， 1 3 年 4 月の区町村会法による町村
一 26 -
会の開設，同年 6 月の連合町村戸長制， 1 4 年 7 月の連合町村戸長制と単独町村戸長制の併用， 1 6 




















































上記の者の提出論文「日本近代国家の形成と官僚制JJ(昭和 4 9 年弘文堂刊)ならびに「日本近代国
家の形成と村規約_j(昭和 5 0 年木鐸社刊)について審査した結果，前者においては，明治14年の政変
後農商務省，参事院等の設置とともに賢材博識が広く集められて官僚制が整備されていった過程が克
明に述べられており，また後者においては，明治21年の市制・町村制の実施とともに村規約が国家法
化してゆく過程が丹念に追求されており，共に我国学界に神益する極めて秀逸かっ貴重な研究である
と認められ，審査委員全員の一致した結論として，同人に法学博士の学位を授与するに充分な資格が
あるものと判定する。
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